






計画の名称 101　新富士駅における交通結節点の機能向上と快適な駅前広場の創出（防災・安全）

計画の期間 　平成29年度　～　平成30年度　（２年間） 富士市

・新富士駅周辺地区交通バリアフリー基本構想内重点整備地区内におけるバリアフリー化に対応するバス乗降場の数を増やす
・新富士駅北口駅前広場の一般車駐車場における駐車待ち渋滞発生の回数を減少させる。
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社会資本総合整備計画(第1回変更)　参考図面

交付対象

富士第二小学校

ふじさんめっせ

101-Ａ1

（都）田子浦伝法線（駅前広場）

JR新富士駅

（都） 前田宮下線



チェック欄

　１）基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。

（該当するものに○）

1　国土形成計画全国計画　2　国土形成計画広域地方計画、北海道総合開発計画又は沖縄振興計画
3　社会資本整備重点計画　4　環境基本計画　⑤その他（富士市総合都市交通戦略・富士市都市計画マスタープラン・新富士
駅周辺地区　交通バリアフリー基本構想）

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）事業実施のための環境整備が図られている。 ○

Ⅲ．計画の実現可能性

⑥円滑な事業執行の環境

①基本方針・上位計画等との適合等

○

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

④事業の効果

社会資本整備総合交付金チェックシート

計画の名称：　101　新富士駅における交通結節点の機能向上と快適な駅前広場の創出（防災・安全）　

都道府県名：富士市

Ⅰ．目標の妥当性


